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ごあいさつ

石川県バドミントン協会

会長岡田尚壮

石川県バドミントン協会力ご発展、興隆のうちに創立50周年を迎え

ること力:できましたことは、 日本バドミントン協会、石川県体育協

会はじめ諸団体の皆様のご指導、ご鞭燵の賜であ') 、深謝申し上げ

主すルル製,に． この間協力一致、努力を続けられた役員、会員の皆

会はじめ諸団体の皆様のご指導、ご鞭燵の賜であり、深謝申し上げ

ますとともに、 この間協力一致、努力を続けられた役員、会員の皆

様にはおねぎらいを申し上げます。

昭和23年に当協会を設立、基礎づく りから発展への道筋に汗を流

し、バドミントン石川の名を全国にとどろかせた先輩の皆様の栄光

の記録と思い出を刻み、将来のいっそうの発展、興隆を誓う決意を

込めて、 ここに創立50年史を発刊することといたしました。

近年では平成3年の石川国体を契機としてジュニア層の底上げと

組織の拡大充実をはかl)、その土台の上に選手の競技力を向上させ

てまいl)ました。その結果、国体はじめ全国中学大会、高校総体で

は優勝、上位入賞の好成績を続けています。 また家庭婦人・勤労者

などのバドミントン人口を年々増加させ、着実に愛好者の層を厚く 、

広くいたしているところであ'）ます。

当協会といたしましては、努力の結晶である確固たる基盤に立ち、

今後さらにその頂きを高く 、裾野を広げてまいる所存であ')ます°

何とぞ引き続き温かいご支援とご協力を賜I)ますようお願い申し上

げる次第であります。

最後にな'）ましたが、記念誌発刊にあたって貴重な原稿をお寄せ

いただいた方々、 また編集に携わられた協会関係者、および関係各

位に心よI)お礼申し上げて、 ごあいさつといたします。
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総勢803名の小学生バドミン ｜、ン愛好者の夢

と希望を実現できるように努力し、今後多く

のジュニアの育成とllt界に池川する選手づく

l)を目指した。

平成9年には前会暹、現会腫のl'l'j氏の相つ

いでの急逝で連盟に略いムードが探ったが、

それを払拭するかのように全国'1､学生バドミ

ントン大会の5年男子シングルスで1 1 1口俊

（下-|-|=ulジュニア）が3位に入歯し、平成8年

度スタートした第l lul都道府ﾘ14別バドミント

ン大会（平成9年2jl実施）にノ＜j|菖川久監督、

近藤朝範コーチの下、村上光、 l 11-ﾄ幸而｣、宮

川郁也、高塚大輔の男子チームが3位入賞、

平成9年度（平成10年2川実施） にも同監督、

コーチの下、宮村ll旧也、山ll l一哉、羽野亮平、

山口俊、熊H1有希の男子チームか準優勝し明

’ ” _ I

霧
■『『

るい話題を提供してくれた。競技面での活躍

もさることながら、児童の減少している中、

34加盟チームと1チーム増へ､総勢814名の加

盟人数となった。

平成10年に3代目会長北111iifl ljlが就任し職

業であるスポー､ソドクターとして今後の連盟

の多くの子供達のよき相談相手として実務し

ていただく会長として期待している。

県協会50年の歩みの中で、当連盟はまだ十

数年しか歴史のない連盟である。 しかし将来

に多く,の可能性を持った子供達をあずかる一

番重要な役割をになっているのではないかと

考える。

当連盟の主役は子供達である。子供達がよ

りよい環境で世界を目指し、 スポー､ソを通じ

て物事に素直に感動できるように、県下1,000

名の小学生達がバドミン|､ン愛好者になれる

ように努力するつもりである。

（文責松H1新二郎）

～g

恩

の選手550名が参加した第4回全国小学生バ

ドミントン選手権大会は、谷口明会長(故人）

はじめ、新保岩夫、鶴見富男、佃一成副会長

の物心両面の援助、常任理事及び33加盟団体

理事一人一役の合言葉で、大会の運営にあた

')、 5年生男子ダブルスで新田峰．山瑞康裕

（下甘田)組が堂々3位に入賞し、大会は大成

功の内に幕をとじた。

平成8年には発足当時からの理事長、副理

事長の奥村明義、古沢清二から松田新二郎が

理事長に就任し、総務部武田恵子、指導部舛

田吉光、競技部徳井隆志三副理事長体制で連

蚕盟は新しく生まれ変わり、県下33加盟チーム
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第2章協会加盟連盟のあゆみ
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石川県中学校体育連盟バドミントン競技部

部長水口武

創成期（昭和26年～46年）

中学校のバドミントン県体は、昭和26年よ

l)男子大会、昭和27年よI)女子大会が行われ、

今日に至っている。

当初から、河北郡の女子の優勝が非常に多

かった。特に、種中学校は昭和38年4月に津

幡中学校に統合されたが､生徒数100名程の規

模でよい成績を残している。

この時期の優勝校チームの選手の中で、そ

の後活躍する顕著な人をあげてみると

原 栄一： 32年東部中学校で優勝
Q 9

竹中悦子： 39年高松中学校で優勝

があi) 、その他

村田和雄： 29年金津中学校で優勝

山l1l奇紀久子: 30年種中学校で優勝

堂谷内均：東部中学校

などの名選手を出している。

また、参加校は昭和37年～39年（12～14回）

は男子13校、 14校と多い力罫、 21回大会は9校

に減っている。女子の方は逆に14校から17校

に増加した。

さらに昭和45年より北陸三県大会。 46年よ

り個人戦、同年から全中大会カゴ加わった。

見ると、河北郡、特に高松中学校の優勝が目

立っている。昭和47年には、北陸三県大会で

は2位だったものの、全国大会でも準優勝を

成し遂げている。

この内、酒井、西川、牧野、岡田は金沢市

立工業へ進み、国体の旗手をつとめた宮森庄

吉（津幡中学校出身）らと共に、 インターハイ

団体優勝の原動力となり黄金時代を迎える。

また、その後活躍する著名な選手として、

石田(伊東)ひとみ：城南中学校よl)47年県

体出場。学生チャンピオン、全日本教職員

チャンピオンとして活躍した。

毛利達彦： 48年野田中学校より県体出場。

学生チャンピオン、社会人チャンピオンと

して活躍した。

第2回全国中学校バドミントン選手権大会団体

戦で準優勝した高松中学校。前列右より岡FII常

雄、 l 1l下教lljj、 il叫井直人、西川'慎一、大門利昭、

牧野裕、後列イfより森川徹監督、竹中悦子、 1

人おいて高|{'一朗（昭和47年）

発展期（'1召和47～56年）

この時期、指導者、関係者の努力が徐々に

成果を実らせた。

ここ数年の県大会団体戦、個人戦の成績を
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長谷聖華： 54年高松中学校で団体優勝、

北陸三県大会でも団体.個人ダブルス（竹田

組)優勝。その後、二水高校で中学時代常に

決勝戦で戦った宇ノ気中学校の杉本雅恵と

共に活躍した。

また、 この時期の特徴として、県大会も3，

回を数え、規模の拡大、選手のレベルアップ。

があり、実力の接近で大変盛り上がる試合内

容となった。

技術的にも、中学生でハイバックストロー

ク、 リバーススピンサーブが見られた。

さらに、 ラケットがウッドからスチール製

に、 シャトルがナイロン製に変わったのもこ

の時期である。

全国中学校選抜バドミントン大会でシングルス

3位となった犀生中学校の舛I{1圭太
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二
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充実期（昭和57年～平成8年）

この時期は、 まさに先輩達力訂築いた土台を

もとに花開くのであるが､選手･指導者にとっ

て、 目標が高いほど苦難の時期であったとも

言える。

まず、 この時期の顕著な選手として

気谷篤人：昭和57年県体シングルス優勝。

河北台中学校出身。北信越3位、実業団で

活躍中。

小池田基：昭和59年県体シングルス優勝。

宇ノ気中学校出身。北信越1位、実業団で

活躍中。

石本明男：昭和63年県体ダブルス優勝。

美川中学校出身。北信越1位、実業団で活

躍中。

寺尾隆司：平成元年県体シングルス優勝。

犀生中学校出身。高校北信越1位、実業団

で活躍中。

徳坂 渉：平成4年県体シングルス優勝。

医王山中学校出身。北信越1位、全中3位。

１
１

田鶴浜中学校の広瀬・山下組

舛田圭太：平成5年県体シングルス優勝．

犀生中学校出身。北信越1位、全中3位。

平成7年全日本総合選手権2位。

‘‐ 岩脇 史：平成6年県体シングルス優勝．

西南部中学校出身。北信越1位、全中2位．

大畠隆史：平成7年県体ダ､う．ルス優勝。

山下 淳：田鶴浜中学校出身。北信越1

位。全中1位。

広瀬雅士：平成8年県体ダフ、ルス優勝。

長尾昌典：田鶴浜中学校出身。北信越1

位。全中1位。

まだ他にもたくさんの選手を挙げたいが、

紙面の都合で割愛する。

次に、団体戦では昭和57年～62年まで男女

〃
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第2章協会加關連盟のあゆみ
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第16回全国中学校バドミントン選手権大会で優

勝した河北台! ' !学校。前列右より越野史郎、坂

野ｳI'i、紺谷幸一、中村勲、後列右より森1 1 1微監

仔、武ll1淳一校長、綾瀬寛隆、花芳秀、北井淳、

杉浦康弘、商}II－川コーチ（昭#ll61年）

第17回全国中学校バドミントン選手権大会で優

勝した高松中学校。前列右よi)柴田外次郎、竹

に'1新弥、西孝広、後列右より草野孝司、金津勲、

森喜朗、大多晴久（昭和62年）

督やコーチが考えている以上にすごいちから

をもっているかも……」

また、優勝した8年には、 「昨年の全国大会

が終わってから、 『次は優勝……』と言われ続

け、 多くのフ・レッシャーに圧せられながらの

－年であった」 と振I)返りながらも 「子ども

達が最後まであきらめず頑張ってくれた」 と

熱い思いを語っている。

また、平成8年の全中では、団体男子決勝

が石川県同士であった。惜しくも準優勝に

なった高松中学校と女子団体3位の美川中学

校のメンバーを掲載する。 さらに、平成9年

の全中では、男子団体で鹿島中学校が3位に

入賞した。鹿島中の藤田監督は、県内の中学

生強化に熱心に取')組み、選手のレベルアッ

プ．に努めながら、 5年目にしてその努力が、

報われたといえる。

この章の最後に、近年の中学生の活躍が目

立っている力、、その要因として、第一に、 田

鶴浜中の観田監督の言葉を借'）る力ざ､｢石川県

のバドミントン界が、学校単位の小さなセク

ト主義に陥らずに、学校という枠を越え、常

に声をかけ県全体で選手を育成しようと言う

とも河北勢が県体優勝を独占する。

そして、昭和61年河北台中学校が遂に念願

の全国制覇を成し遂げる。

さらに、昭和62年高松中学校男子が全国優

勝し2年連続で石川県が覇権を握るという快

挙をなした。

次に、女子の活躍についてみると、昭和63

年～平成9年までの10年間で、美川中学校力訂

7回県体で優勝している。指導者として、水

内浩監督が医王山中から赴任して、熱心に指

導し、強化策力ず実った成果である。

しかし、着任当初は苦労もあった。 61年の

石川県体育大会団体の部では、河北台中学校

に1回戦で当た|) 、 3試合ともラブケーム6

セットで、 66対0で完敗という屈辱を味わっ

ている。

近年の活躍としては、平成8年の田鶴浜中

学校の全国優勝をあげることができる。 この

優勝は、前年度、酒井、大畠、山下を擁して

優勝を逃しただけに観田健治監督にとって、

まさに悲願の優勝であった。

7年の観田の感想の中に「この子達は、監

33
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第26回全国中学校バドミントン選手権大会で女

子I､11fi<3位となった美川1I!学校。 liij ﾘｲI-より梅

津知恵、内匠加奈忠、本IIIF1f淀、後ダl1{fより松

III浩幸朧仔、 ［ﾙ野T-lyj、今村優j2-， 1| 1 ll l牧子、

西宏子、松lll新二郎コーチ（平成8年8H20H

～23日、愛知ﾘIL大府IW民体が鮪）

第26回全国中学校バドミントン選手権大会で優

勝した田鶴浜中学校。前列右より長尾昌典、谷

口航、廣瀬雅幸、寺井健朗、後列右より上野茂

監督、観田健治監督、山下淳、柴田寛之、小林

紀史（平成8年8月20日～23日、愛知県大府市

民体育館）
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第26回全国中学校バドミントン選手権大会で準
優勝した高松中学校。右より香林直暗監督、畑
山馨太、堀田洋平、北大輔、川井大輔、森和裕、
金田拓也、沖野l真平、麻生大志郎（平成8年8
月20日～23日、愛知県大府市民体育館）

第27回全国中学校バドミン|､ン大会で3位に入

1'tした鹿励1 |{学校。左より藤l1l典知雛仔、加賀

裕美、表英徳、 1 ' 1村徳之、京徳昭、叩淳史、桜

井孝之、横lll康博、表知徳（平成9年8 112111

~24H、愛媛ﾘi4新居浜市市民体青航）

雰囲気力:浸透しているため」であろう。実際
に、県協会強化指導委員会と中体連専門部が
タイアップ．して強化練習会を年間8回、県外
遠征を年4回行っている。
第二に、県内のジュニア育成の成果である
と思う。小松地区､美川地区､金沢地区､河北地
区､鹿島地区､七尾地区でそれぞれ小学生から
の育成に当たっておられる指導者の方に深く
敬意を表すると共に、労をねぎらい中体連と
して感謝する次第である。 （文責越野清昭）

､
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一
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第2章協会加盟連盟のあゆみ

石川県高等学校体育連盟バドミントン部

部長中村英夫

石川県高等学校体育連盟（以下高体連）は、

戦後の学制改革に伴い昭和23年に旧中等学校

体育連盟を発展継承する形で発足した。

バドミントン部は、昭和24年に七尾･泉丘．

菫台．津幡．金城．北陸学院など20校にクラ

ブができたことを契機に、高体連に加盟する

こととなった。初代専門部長は秋山宗治(菫台

校長)、専門委員長は杉森喜三吉(二水)であっ

た。共学制・総合制・小学区制といった新し

い教育の試みは、戦後の混乱と荒廃の中で、

高体連も様々な問題を孕みながらのスタート

であった。バドミントン競技は、戦後に紹介

された新興スポーツであI) 、指導者・用具・

練習場所等の確保が極めて困難な競技であっ

た。にもかかわらず、一般社会人や地域のク

ラブチームなと、で、バドミントンに親しむ人

が急激に増えたことが高校生の競技人口の増

加に拍車をかけた形で普及していった。

高体連は、戦後の各種大会の整理統合や生

徒の大会参加に関わる規制等で、混乱状態を

徐々に統制のとれた形に整えていくことを発

足当時の役割としていた。その中で、県レベ

ルの大会への生徒の参加については、厳しい

規制を設け、無秩序に複数の高校の混合チー

ムが大会に参加した場合は出場停止処分を行

使する姿勢を示した。歴史上ただ一度だけ、

昭和28年に、バドミン|､ン競技に関わる生徒

が出場停止処分を受けている。

バドミントンは歴史の極めて浅い競技なが

ら、熱心に練習する高校生が多く、高体連加

盟当初より全国レベルの選手を多く輩出して

いる。全国高等学校バドミントン選手権大会

は、昭和25年に神奈川県横浜市で第1回大会

が行われ、県代表の高校を決めるための大会

が同年よI)実施されている。その横浜市大会

では、男子の金沢泉丘が第3位、女子の津幡

が第2位の輝かしい成績を収め、本県高体連

バドミントン部の歴史の第1頁を華々しく飾

ることとなった。その後、約10年間は男子の

活躍がめざましく、昭和27年の香川県善通寺

町大会では、金沢二水と金沢泉丘が決勝で対

戦する偉業も成し遂げている。金沢二水は、

昭和29年の金沢市大会でも全国優勝をしてお

') 、金沢二水、金沢泉丘、津幡が石川県はも

とよI)全国のバドミントン競技をリードする

こととなった。 しかしながら、全国の競技レ

ベルの向上に|半い、昭和34年の男子津幡、女

子金城の第4位を最後に全国の壁を超えるこ

とが次第に困難になった。

高体連バドミントン部では、昭和42年に金

沢市大会が13年ぶりに開催されることとな') 、

この大会を目標に、競技力の向上を期するこ

ととなった。昭和20年代後半から30年代前半

にかけて全国上位に入賞した選手達が、指導

者となって高体連バドミントン部を支える時

代となり、北方|王や河原山晴夫などが、その
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後の歴史に残る黄金時代を築き上げることと

なった。

昭和42年大会では、男子の金沢市工が全国

初優勝し、昭和29年の二水以来、実に13年ぶ

りに石川県に優勝旗力ぎ戻ってきた。更に、個

人戦でも高来・流組と山本・松本組が第3位

に、金沢の黒田が第2位に入賞するなど、県

勢の活躍は華々しいものであった。 これは、

昭和41年から実に25年間石川県1位を続ける

こととなる、金沢市工の大活躍の始まl)でも

あった。

金沢市工は、昭和43年の福山市大会で第2

位に、翌昭和44年の桐生市大会では再び全国

優勝を果たすこととなり、昭和47年から6年

連続で3位以内の入賞を続けるなど、名実と

‐ もに、バドミントン王国石川の名をほしいま

まにした。その間、個人戦でも金沢市工の生

徒を中心として、数多くの選手力:上位に名前

を連ねている（詳細は記録編を参照）が、特筆

すべきは、昭和45年の名古屋市大会の個人シ

ングルスで第2位に入賞した銭谷欽冶（大聖

寺高校）である。銭谷は金沢市工全盛の中で、

ひとり気を吐いた選手であ') 、大学進学後や

社会人としての活躍やコーチ・指導者として

の活躍の原点がここにある。

一方、女子は全国の壁が厚く 、昭和50年の

，水戸市大会で藤花の第3位が、実に15年ぶり

’ ・ ‘ ~‘ ‘ ← ノた。個人も昭和33年．34年

に金城と北陸学院の選手が入賞して以来、 16

年間第3位以内の入賞が無く 、同じ水戸市大

会で石田ひとみ〔藤花・現伊東ひとみ（尾111台

教員)〕の入賞力ざ面目躍如といったところで

あった。 この間、昭和41年と42年の2年連続

県内で個人優勝した竹中悦子（二水･現栂野尾

悦子)の存在は忘れてはならず、高校卒業後の

、

、

第26回全国総体優勝した余沢市工(昭f1I50年、水

7iil7)

竹中の活躍は全国レベルを遙かに超えるもの

であった。世界選手権大会での擾勝という、

日本のバドミン|､ン界において一時代を築い

た名選手の輩出も記憶にとどめなればならな

｛,可。

昭和47年に、 それまで関束地区で行われて

いた強化合宿が、 日本バドミン|､ン協会の主
Q，

催で全国高等学校選抜バドミン|､ン選手権大

会としてスター|、した。 この大会においても

当時全盛期の金沢市工がその実力を遠'感なく

発揮し、昭和49年の東京都大会に初めて第3

位に入賞したことを皮切りに、団体・個人と

も上位入賞を繰り返してきた。

昭和20年代を第1期、昭和40年代を第2期

とするならば、昭和60年の石川インターハイ

開催を目標とした昭和50年代後半からを第3

期と呼ぶことができる。昭和52年の、倉敷市

大会での第2位を最後に、全国で沈黙状態の

金沢市工に七尾工業が挑む形で県内大会が進

行したが、昭和57年の枕lll奇市大会において金

沢市工が5年ぶりに第2位に入賞した。 この

年を再スター|､として金沢, lj工は|寸|体・個人

とも常に上位入賞を続けることとな') 、 目前

36



第2章協会加盟連盟のあゆみ
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全国総体5回目の優勝を果たした金沢市工（昭
和51年、 ！ '1卿･市）

面目は十分に保つことができた。
昭和60年の金沢市大会を終え、高体連バド
ミントン部は昭和66年(当時)に、戦後2度目
の開催となる「66国体（当時)」が次の大きな
目標となった。過去の国体では、昭和25年の
愛知国体での第3位入賞に始ま|)、指導者で
ある教員の部5連覇など、その成績は輝かし

いものが見られる。開催県として少年男子．

少年女子の上位入賞を目指し、男子では金沢
市工と金沢二水が、女子では金沢向陽と金沢
二水が強化指定校となり、 よ')一層の競技力

向上を進めることとなった。

女子では、金沢向陽が昭和63年に兵庫県宝

塚市で開かれた全国インターハイに久々に出

場し、ベスト8の成績を残すことになったが、

この宝塚市大会をスタートとして以後10年間

連続して全国インターハイへ出場することと

なる。

各校の指導者も世代が交代し、金沢市工の

彼島重範は昭和48年の三重県四日市市大会で

の全国優勝メンバーであI) 、金沢向陽の和Ⅱl

修は国体教員の部5連覇のメンバーである。

一方、金沢二水の村西一は、昭和32年に金沢

泉丘で選手としてi舌躍し、大聖寺高校で銭符

に迫った、 3回目の金沢市大会での活躍に弾

みをつけ始めていた。

一方女子は、相変わらず全国の壁が厚く、

過去に個人戦で金城・金沢二水の選手が第3

位に入賞するものの、団体戦では結果を残す

ことができずにいた。金沢市大会を目の前に

して競技力の向上が急がれる状態にあったが、

このころから、金沢向陽が初めて県内を制覇

し、全国大会に駒を進め始めていた。昭和60

年の大会に向けて、金城と金沢向|場と金沢二

水の熾烈な争いが続くことになる。

全国インターハイの前哨戦となった全国選

抜金沢市大会が昭和60年に開かれ、男子の金

沢市工が堂々の準優勝、個人でも中川・西島

組が優勝し、気谷・山本組が第2位に、 シン

グルスで|司じ山本が第3位の成果を上げ、女

子でも個人シングルスで金城の一木力罫第3位

に入賞した。

過去2回の金沢市大会では、 男子が団体優

勝を成し遂げているが、昭和60年の大会では、

惜しくも金沢市工の第3位が最高成績であっ

た。個人戦では金沢市工の気谷・山本組と中

川・西島組がともに第3位、 ｜司じ< ll｣本がシ

ングルスで第3位に入賞し、開催県としての
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欽治を育てた指導者として、古豪金沢二水の

復活に賭けていた。それぞれの指導者が石川

国体に向けて選手の強化に励む中、各校の熾

烈な争いは、昭和が平成に変わった年の新人

大会において男子の金沢二水が金沢市工の24

連覇を阻み、新人大会初優勝というかたちで

表面化することになる。

翌平成2年の県総体では、金沢市工が一矢

を報いるが、同年の新人大会と翌平成3年の

県総体では、金沢二水が金沢市工を圧倒し、

昭和31年以来、実に35年ぶりに全国インター

ハイに出場することとなった。県総体での勢

いは全国大会でも続き、なんと昭和30年以来

36年ぶりの準優勝を遂げた。昭和20年代から

昭和30年代にかけて全国を制していた古豪の

-“復活である。金沢市工は、団体戦には出場で

きなかったものの、個人シングルスで石本明

夫が第3位に入賞し、その実力を全国大会で

示すこととなった。女子は、平成元年の高知

市大会で金沢向陽の中橋・多田組が個人で第

3位に入賞するも、全国の壁は未だ厚いまま
であった。

平成3年の石川国体では、男子の金沢二水、

女子の金沢向陽を中心とした少年男女のチー

ムが実力を発揮し、 ともに第3位に入賞し、

国体バドミントン競技総合優勝の一翼を担う

かたちとなった。

全国選抜、全国インターハイ、そして国体

と相次いだ全国大会が大きな成果を挙げて終

了してしまうと、その後の競技力の維持と向

上が困難になることが多い。 しかしながら、

男子の金沢市工と女子の金沢向陽が県内では

他を寄せ付けない強さを保ち、着実に全国大

会に駒を進めることとなった。

高体連バドミントン部の長い歴史の中で、

男子の全国での活躍は枚挙にいとまがないが、

女子は、全国の厚い壁の前に幾度と無くはね

返されたままであった。その全国の壁に立ち

向かい果敢に挑んだのが、金沢向陽であった。

国体終了後の全国選抜宇都宮市大会で、第3

位に入賞し、女子として初めて全国選抜大会

団体戦の入賞を果たした。平成7年の全国選

抜上尾市大会において、金沢向陽はついに全

国優勝を果たした。これまで、全国に駒を進

めた各校が夢にまで見た全国制覇であった。

同年の全国インターノ、イ松江市大会では、春

夏連覇の夢をかけて決勝にまで進んだが、あ

と一歩のところで及ばず、準優勝という結果

に終わった。 しかしながら、女子の全国準優

勝は昭和25年第1回横浜市大会での津幡高校

以来実に45年ぶり2度目の快挙で､あり、個人

でも中島．片糸組が昭和33年新潟市大会以来、

36年ぶりに優勝したことは、積年の思いがよ

うやくかなったのみならず、高体連バドミン

トン部の新しい歴史の始まりでもあった。

金沢向陽は、平成8年全国インターノ、イ甲

府市大会でも実力を発揮し、 2年連続の準優

勝を果たした。これも、高体連バドミントン

部の長い歴史の中には他にはない見事な成果

である。過去に、類い稀な名選手を擁しなが

ら、なかなかかなうことのなかった全国レベ

ルの実力を持った女子チームの誕生である。

一方勇子では、金沢市工の舛田圭太が全国

インターハイ個人シングルスで2年連続優勝

し、全日本総合バドミントン選手権大会で準

優勝するなど、全国の注目をあびることと

なった。その舛田のほか、金沢向陽の片糸由

希子、堀哲子がナショナルチームの選手に選

ばれ、 ヨーロッパ遠征をするなど、県内・全

国のレベルを超え、世界の檜舞台での活躍が
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平成8年全国総体

（金沢向陽）

期待される選手を韮出することとなった。

まもなく、バドミントン部は高体連に加盟

して50年を迎える。それは、栄光の50年であ

') 、幾多の名選手と石川県をバドミントン王

国と呼ばせるチームを世に送l)出してきた。

この間、専門部長は20代を数え、現在は中村

英夫（金沢市工校長）が、専門委員長は､7代目

の和田修(金沢向|場）が、新たな50年の始まり

を支えている。その50年の節目を前にして、

新たな歴史を作I)出す新しい力力討確実に芽生

え、次の50年に語i)継がれる名選手．名チー

ムを世に送I）出す気配がはっき|）と感じられ

る。 （文責高井俊也）
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石川県教職員バドミントン連盟

会長中村英夫

連盟創立は昭和43年5月、石川県教職員バ

ドミントン大会も同年より石川県内教職員を

対象（初心者でも可）に試合（ランク別） を実

施した。

昭和37年第1回全日本教職員バドミントン

選手権大会で個人戦、年齢別が開始され、 こ

の大会より石川県も参加した。昭和55年と平

成6年には、本県金沢市で全日本教職員バド

ミントン大会を開催した。

国体教職員の部においては、昭和35年に初

優勝（河原山晴夫、北方匡、茂藤寛）する。

それ以来、昭和38年まで4連覇し、昭和39年

に2位、昭和40年に再び優勝した。昭和41年

には2位であったが､この間､江尻圭三もチー

ムに入り、更に、村西一、原栄一、松本忠之、

長谷川進、和田修、高来秀夫などの選手によ

り、以後も入賞を続け、伝統力ざ引き継がれて

いった。昭和50年には10年振りに優勝（原栄

一、和田ｲ|多、長谷川進）し、昭和52年から舛田

吉光も加わり、昭和54年まで5連覇を遂げた。

同体教職員の部で活躍した彼らは、教職員大

呈、 ‐,ﾉ活躍はもとよ')、指導者として選手づ

く り、チームづくりに力を注いでいる。

全日本教職員バドミントン選手権大会では、

バドミントンを通して平素よI)青少年の育成

指導にあたっている者が一堂に会して相互の

理解を深めるとともに、指導の確立のために

その技を競うことを目的として、 36年間とい

う長い期間を枝み重ねてきている。今'1では、

一般男女団体、成壮年団体、個人では一般男

女単複、 30代男女単複、 40代、 50代、 60代の

単複と合計17部門の優勝をI1指して大会に参

加している。

第1回東京大会では、 シングルスで北方匡

ダフ．ルスでは-化方・河〃i(111組が兄事に|憂勝し、

江尻・茂藤組力:2位に輝いた。第4血l大会か

ら団体戦、一般男女も始まl) 、第11回大会(昭

和47年）では、石川県男子団体が初優勝した。

以後、昭和48年、 50年、 54年、 55年(イill l大会）

と5度の優勝を果たしている。 また、一般女

子団体においても第23回（昭和59年）に初優勝

し、昭和61年と合わせて2回の優勝をしてい

る。個人においても一般男子では長谷川進、

舛田吉光のシングルス優勝、一般女子では伊

束ひとみのシングル、小野・小路組のダブル

ス、舛田・小路組のミックスがそれぞれ優勝

している。
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